
長
槌
寺
七
世
。
』
と
あ
り
、
臨
安
の
年
代
記
に
、
『
康
正

二
年
七
局
十
八
日
白
山
議
官
、
禦
は
加
州
下
山
地
議

院
。
』
と
あ
る
も
こ
の
意
味
で
、
古
へ
は
三
馬
場
共
に

下
山
と
い
う
た
が
、
中
比
か
ら
加
賀
の
白
山
比
呼
称

祉
を
の
み
下
白
山
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
故
に
源

・
平
盛
袋
記
容
凶
安
元
二
年
浦
泉
寺
誇
闘
の
段
に
、
『
岩

本
・
金
銅
・
下
白
山
・
三
宮
等
の
大
衆
』
と
見
え
、
義
経

記
容
七
に
は
、
『
加
賀
凶
し
も
白
山
と
巾
・
し
て
、
女
肱

こ
う
の
り
う
.
く
う
の
宮
と
て
お
は
し
ま
し
け
り
。
』
と

い
ひ
、
廻
同
線
記
に
は
、
『
加
賀
の
凶
に
い
た
り
、
下

し
ら
山
と
い
ひ
て
、
本
の
し
ら
山
の
鑓
に
、
つ
る
ぎ

と
い
へ
る
腕
侍
り
。
』
と
い
う
て
ゐ
る
。
越
資
質
三
州

志
に
、
こ
の
下
白
山
の
名
目
は
、
寛
文
八
年
白
山
鎚

十
入
よ
制
及
び
嶺
上
が
幕
附
直
燃
と
な
っ
た
時
、
政

b
V
9
守
，
.

め
て
白
山
と
稽
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
し
て

ゐ
る
が
、
そ
れ
は
談
議
で
あ
る
。
元
隊
十
六
年
に
長

定
澄
抵
の
欝
い
た
白
山
閥
答
に
、
『
下
白
山
は
上
に
絶

頂
在
之
故
之
稽
蹴
欺
。
答
一
京
、
下
向
山
と
唱
る
能
、

寛
文
の
初
奥
村
資
岐
被
申
渡
、
一
耐
龍
私
等
下
白
山
惣

長
宮
跡
中
一
と
欝
上
、
唯
今
に
宝
り
下
白
山
と
視
認

め
、
唯
白
山
と
の
み
も
謝
申
。
』
と
あ
る
か
ら
、
そ
の

頃
か
ら
後
に
漸
次
自
山
と
稽
し
、
下
白
山
の
名
を
失

ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
モ
シ
ラ
ヤ
マ
キ
ン
ザ
ン
下
白
山
金
山
石
川

端
白
山
ハ
部
都
名
〉
に
金
鍛
を
採
掘
し
た
こ
J

と
が
あ

り
、
今
に
そ
の
治
批
を
存
す
る
。
元
政
十
年
六
月
の

母
国
上
書
に
下
白
山
金
山
と
載
せ
た
も
の
是
に
笛
る

が
、
そ
の
始
終
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
。

シ
モ
シ
ン
ジ
ヨ
ウ
下
新
庄
石
川
端
笛
樫
庄
に

題
す
る
部
務
。
加
越
能
萄
跡
緒
に
、
『
下
新
庄
村
の
内

白
山
櫛
現
の
枇
あ
り
。
養
老
年
中
に
プ
エ
イ
寺
と
申

提
言
の
寺
よ
り
建
立
あ
り
し
陶
。
飛
闘
の
庇
建
て
し

尚
に
て
、
九
尺
許
四
方
の
位
、
寛
文
の
初
の
頃
ま
で

シ
毛

セ司

h 

あ
り
し
と
也
。
磁
的
以
後
雑
木
を
以
百
姓
共
建
置
申

闘
。
』
と
見
え
る
が
、
今
は
村
内
に
跡
明
枇
が
あ
る
ば

か
り
で
あ
る
。
叉
越
管
賀
三
州
志
政
雄
考
に
下
新
庄

械
の
項
を
帯
げ
て
、
『
在
富
樫
庄
下
新
庄
村
領
。
諮
跡

今
百
姓
宅
地
と
な
れ
り
。
柴
野
五
兵
衛
住
め
り
。
無

停
。
』
と
見
え
、
箆
永
誌
に
は
架
野
を
阿
波
野
と
書
い

て
ゐ
る
。

シ
モ
セ
ン
デ
ン
・
下
先
田
能
楽
郡
山
問
先
出
の

内
の
小
字
。

シ
モ
ゾ
ネ
下
曾
調
路
島
郷
長
持
保
に
臆
す
る

部
w
m

。
シ
モ
ダ
イ
ド
コ
ロ
下
霊
前
金
棒
城
西
町
ロ
門

内
の
東
方
で
、
制
場
と
共
に
一
一
附
の
内
に
在
っ
た
。

下
議
所
の
名
は
一
一
，
丸
の
上
護
所
に
射
し
た
も
の
な

る
べ
く
、
毎
年
正
用
十
一
日
吉
初
の
誠
に
、
十
村
役

等
に
こ
L
で
酒
俄
を
賜
ふ
等
の
こ
と
が
あ
っ
た
。

シ
モ
ダ
ウ
シ
ベ
Z

下
回
牛
兵
衛
一
向
一
授
の

狩
下
凶
長
門
の
孫
で
あ
っ
た
。
牛
兵
衛
初
め
小
松
の

丹
羽
長
京
に
仕
へ
て
ゐ
た
が
、
後
加
賀
務
の
臣
山
崎

閑
婿
に
召
出
さ
れ
て
隊
一
白
石
を
栄
け
、
大
阪
爾
陣
に

出
征
し
て
功
が
あ
っ
た
。

シ
モ
タ
ガ
ミ
下
回
よ
河
北
郡
金
浦
郷
に
鴎
す

る
部
w
m
0
.

シ
モ
ダ
ゲ
ン
ジ
Z

下
回
玄
寵
延
亭
四
年
外
科

臨
と
し
て
召
出
さ
れ
、
十
五
人
扶
持
を
受
け
、
貸
賂

九
年
夜
。
子
孫
様
元
・
向
粛
・
三
鎖
・
玄
丹
相
織
い
だ
。

シ
モ
タ
ゴ
シ
マ
下
因
子
島
出
向
ザ
能
美
郡
国

子
島
の
内
の
小
字
。

シ
モ
ダ
チ
下
館
能
楽
部
館
の
内
の
小
字
。

シ
モ
タ
チ
バ
ナ
下
構

J
Y
タ
タ
チ
バ
ナ

橘
。シ
モ
タ
ツ

ε

る
部
務
。

下
辰
巳

石
川
部
隊
川
庄
に
臨
す 下

シ
モ
タ
=
下
谷
江
沼
郡
奥
山
方
に
臨
す
る
部

務
。
笈
憩
紀
聞
に
、
こ
の
村
に
謹
如
上
人
の
倒
水
と

て
清
水
が
あ
る
。
叉
奥
石
敏
品
を
産
し
、
践
人
畑
を

返
す
時
ま
a
h

銅
出
す
こ
と
が
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

句
空
の
草
庵
集
に
、
『
山
中
入
最
下
谷
桃
花
、
下
谷
や

霞
の
ひ
か
り
桃
の
花
北
技
』

シ
号
ダ
=
下
谷
石
川
郡
湯
滴
郷
に
毘
す
る
部

wm

。シ号
h
F
-
-
ガ
ハ
下
谷
川
江
沼
郡
下
谷
領
お
と

し
か
ら
胞
で
、
嶋
崎
と
い
ふ
厨
に
至
っ
て
大
型
寺
川

に
合
す
る
。

シ
モ
タ
ハ
ラ
下
田
原
能
美
郡
白
山
下
に
屈
す

る
部
務
。

シ
モ
ツ
チ
ム
ロ
下
土
室
長

3
能
楽
部
土

室
の
内
の
小
字
。

シ
モ
ツ
マ
テ
ル
カ
タ
下
問
照
賢
本
願
寺
の
家

臣
。
玄
英
の
係
で
鹿
秀
の
良
子
。
賞
名
松
様
、
遜
稽

備
後
。
永
正
三
年
加
賀
の
一
向
一
授
が
越
前
に
低
入

し
た
時
、
入
居
六
日
九
顕
龍
河
の
遜
に
討
死
し
た
。

歳
二
十
六
。

シ
モ
ツ
マ
ヨ
日
カ

F

下
関
頼
醸
本
願
寺
の
家

臣
。
源
十
郎
又
は
右
兵
衛
尉
又
は
刑
部
卿
と
稽
し
、

法
眼
に
叙
し
、
法
印
に
陰
る
。
金
滞
御
坊
の
坊
官
七

里
三
河
頼
周
が
、
鏑
木
右
衛
門
尉
頼
信
を
除
か
う
と

し
お
時
、
加
賀
拍
二
部
の
一
向
一
授
首
領
が
、
天
正

四
年
入
用
サ
一
日
附
を
以
て
提
出
し
た
訴
紋
に
刑
部

卿
法
眼
御
房
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。
十
一
年
三
且

柴
田
勝
家
は
mm柴
秀
吉
と
職
は
ん
鑓
江
州
に
出
た
。

こ
の
際
観
照
は
、
本
願
寺
多
年
の
仇
敵
た
る
勝
家
を

澄
し
、
そ
の
配
下
に
屈
す
る
諸
締
の
勢
力
を
北
陸

よ
り
腫
逐
し
て
、
長
亭
以
来
の
一
向
一
俊
黄
金
時
代

を
再
現
せ
ん
と
夢
想
し
た
も
の
L
知
く
、
書
を
努
音

に
奥
へ
て
、
加
賀
の
門
徒
を
踏
起
せ
し
め
、
以
て
勝

家
の
背
後
を
衝
か
ん
こ
と
を
知
照
し
た
。
秀
吉
乃
ち

四
周
入
日
刑
部
卿
法
服
宛
所
の
返
設
を
致
L
、
本
願

寺
に
し
.
て
約
を
守
り
、
そ
の
事
に
成
功
せ
ば
、
却
賀

一
凶
は
本
願
寺
の
港
返
に
任
さ
ん
と
い
う
た
が
‘
爾

後
の
形
勢
依
り
に
速
か
に
滋
臆
し
た
か
ら
、
加
賀
の

一
授
を
し
て
そ
の
聞
に
活
脱
す
る
俄
地
を
得
し
め
な

か
っ
た
。
覧
永
三
年
十
周
夜
、
欝
九
十
。

シ
モ
ツ
マ
ヨ
日
ス
ケ
下
関
頼
介
本
願
寺
の
家

臣
。
年
不
詳
五
周
廿
五
日
附
摺
才
介
宛
、
及
び
十
二

周
八
日
附
期
五
兵
衛
宛
の
感
紋
に
刑
部
卿
法
眼
頼
介

と
菊
名
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
額
介
の
名
は
下
閥
系

闘
に
見
え
ぬ
。
案
ず
る
に
観
照
を
頒

rと
略
番
し
、

次
い
で
頼
介
と
誤
潟
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
号
ツ
マ
ヨ
日
ズ
ミ
下
間
報
純
本
願
寺
の
家

臣
。
頼
警
の
玄
孫
。
突
は
観
賞
。
侍
従
法
橋
と
群
し
、

法
名
を
正
醤
と
い
ひ
、
下
閥
系
闘
に
は
文
総
頃
の
人

と
あ
り
、
九
周
十
九
日
附
掲
才
介
、
及
び
卯
月
朔
日

掴
五
兵
衛
宛
の
感
紋
に
侍
従
法
橋
頼
純
の
署
名
の
あ

る
も
の
は
天
正
で
あ
る
。
金
制
作
御
坊
の
坊
官
で
あ
っ

た
の
で
あ
ら
う
。

シ
モ
ツ
マ
ヨ

9
ツ
グ
下
問
親
指
本
願
寺
の
家

臣
。
玄
英
の
曾
孫
で
、
玄
英
・
・
五
男
鹿
秀
・
三
男
額

桂
・
二
男
頼
繕
と
約
く
。
泊
都
次
郎
。
事
総
四
年
十

一
周
十
八
日
能
美
郡
に
於
い
て
、
松
岡
寺
謡
鹿
衆
玄

の
生
害
し
た
時
共
に
自
殺
し
た
。

シ
モ
ツ
マ
ヨ

9
テ
ル
下
間
報
照
筑
後
法
橋
と

講
す
る
。
天
正
二
年
本
願
寺
の
代
官
と
し
て
金
縛
御

坊
に
跨
た
。
こ
の
年
越
前
の
一
授
起
っ
て
、
援
を
金

棒
御
坊
に
求
め
た
か
ら
、
観
照
は
杉
浦
資
岐
法
橋
と

共
に
兵
を
纏
め
、
先
に
朝
食
義
景
に
反
し
て
款
を
織

田
信
長
に
沼
じ
た
金
棒
城
主
務
江
大
炊
介
長
憩
を
攻

め
て
之
を
殺
し
た
。
そ
の
後
越
前
は
金
〈
一
授
の
滋

返
に
鴎
即
し
た
の
で
‘
観
照
は
越
前
の
守
謎
代
と
し
て

三
八
一


